
 

 

 
 
 
 

 

 

 

                       

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
センター長 

神谷 研二 
昭和㸳２年 ᗈᓥ大学医学部卒 
専門分野 
 ⎔ቃ学、⎔ቃゎᯒ学、ᨺᑕ⥺࣭໬学≀㉁ᙳ㡪科学 

 

 

１ ㄪᰝࡢ┠ⓗ 
東京㟁ຊ（ᰴ）福ᓥ➨୍ཎᏊຊ発㟁ᡤࡢ஦ᨾࡼ࡟ 

 ࡓࢃ࡟㛗ᮇ、࡚࠼ࡲ㋃ࢆᙳ㡪ࡿࡼ࡟⥺ᨺᑕࡢ県内ࡿ
 ࢆಖ☜ࡢᏳ඲࣭Ᏻᚰࡢ県Ẹ、ࡾぢᏲࢆ೺ᗣࡢ県Ẹࡾ
ᅗࢆ࡜ࡇࡿ┠ⓗ࡚ࡋ࡜、඲県Ẹࢆᑐ㇟ࡿࡍ࡜福ᓥ県 
 ࠸࡚ࡋᐇ᪋࡚ࡋクཷࡽ࠿福ᓥ県ࢆ県Ẹ೺ᗣㄪᰝࠖࠕ
 ࠋࡍࡲ

ㄪᰝ࣭࡞ⓗ⥆⥅、࡚ࡋ㏻ࢆㄪᰝࡢࡇ ೺診ࢆᐇ᪋ࡋ、 
೺ᗣ⿕ᐖࡢ᪩ᮇ発ぢ、᪩ᮇ治療、ࡣ࡟ࡽࡉ、研究  ࣭  
教⫱࣭診療యไᩚࢆഛࡽࡀ࡞ࡋ、ᑗ᮶ࡿࡓࢃ࡟県Ẹ 
 ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡆ࡞ࡘ࡟೺ᗣቑ㐍ࡢⓙᵝࡢ

 
 

２ ᥎㐍యไ 
᭷㆑⪅࡛ᵓ成ࡿࡍ福ᓥ県ࠕ県Ẹ೺ᗣㄪᰝ᳨ࠖウጤ 

ဨ会ࡢᣦᑟ࣭ຓゝ࡜ࡶࡢ、福ᓥ県୍࡜యࡾ࡞࡜᥎㐍 
 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ
平成23年㸷᭶ࠕ࡟ᨺᑕ⥺医学県Ẹ೺ᗣ⟶⌮ࢭン 

ーࢱ  、ࡣ࡟平成24年㸲᭶、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡆୖࡕ立ࢆࠖ
専ᚑࡢ஦ົ⤌⧊ࠕ࡚ࡋ࡜೺ᗣㄪᰝㄢࠖࢆ設⨨ࡋ、᥎ 
㐍యไࢆ☜立ࠋࡓࡋࡲࡏࡉ 
 ࡩࠕ࠺ᢸࢆ᚟⯆஦業࡞総合ⓗࡣ࡟11᭶ྠ、ࡓࡲ

 、࠿࡯ࡓࡅ఩⨨௜࡟ーࠖࢱンࢭ国㝿医療科学ࡲࡋࡃ
平成30年㸲᭶ࡣ࡟㸲部門、13ᐊయไࢆ⧊⤌࡟෌⦅ 
 ࠋࡓࡋࡲࡋᙉ໬ࢆయไࡅྥ࡟᥎㐍ࡢㄪᰝ、ࡋ
௒ᚋࡶㄪᰝࡢ㐍࡟ࡃࡻࡕ合ࡢ⧊⤌、ࡏࢃぢ┤ࡋ、 

඘ᐇࢆᅗࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡗ 

 

 

放射線医学県民健康管理センター 

原発事故後の健康の変化や不安に寄り添い、

将来の健康増進に貢献します。  

ࡇࠋࡓࡋࡲࢀࡉ設立࡚ࡋ࡜⧊⤌ᐇ᪋ࡢ県Ẹ೺ᗣㄪᰝࠖࠕ、ࡁ基࡙࡟ጤクࡢࡽ࠿福ᓥ県ࡣーࢱンࢭᙜࠉ

㑊㞴等ࡸᣑ散ࡢᨺᑕᛶ≀㉁ࡿࡼ࡟஦ᨾࡢ東京㟁ຊᰴᘧ会♫福ᓥ➨୍ཎᏊຊ発㟁ᡤ、ࡣⓗ┠ࡢㄪᰝࡢ

ண㜵、᪩ᮇࡢ⑌⑓、ࡋᢕᥱࢆ೺ᗣ≧ែࡢ県Ẹ、࡟ࡶ࡜࡜࠺⾜ࢆホ౯ࡢ㔞⥺ࡃࡤ⿕ࡢ県Ẹ、࠼ࡲ㋃ࢆ

発ぢ࣭᪩ᮇ治療ࡆ࡞ࡘ࡟、ᑗ᮶ࡿࡓࢃ࡟県Ẹࡢ೺ᗣ⥔ᣢ࣭ቑ㐍ࢆᅗ࡛࡜ࡇࡿ

ࠋࡍ

ࢺスࡸኚ໬ࡢ័⩦生ά࠺క࡟㑊㞴、ࡸែ≦ࡢ⭢≦⏥ࡢࡶ࡝ཎ発஦ᨾᚋ、Ꮚࠉ

ࣞス࡝࡞、県Ẹࡢᚰ㌟ࡢ࡬ᙳ㡪ࡀᚰ㓄ࡿࢀࡉ୰、ࡢࡇㄪᰝࢆ㏻࡚ࡋ県Ẹࡢ೺

ᗣ࡟㛵ࡿࡍኚ໬ࢆⓗ☜࡟ᤊ࠼、୍ேࡢࡾ࡜ࡦ᝿࡟࠸ᐤࡾῧ࢔ࢣࡓࡗ、೺ᗣቑ

㐍࡟཯映࡟࡜ࡇࡿࡍດࠋࡍࡲ࠸࡚ࡵㄪᰝࡢᐇ᪋࡟ᙜྛࡣ࡚ࡗࡓ分野ࡿࡅ࠾࡟

国内外ࡢ大学ࡸ研究࣭⾜ᨻᶵ㛵、学⾡ᅋయ等ࡢ༠ຊ࡜ᨭ᥼ࡀ࡞ࡁࡔࡓ࠸ࢆ

ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋ⫣㈉࡟೺ᗣቑ㐍ࡢ県Ẹ、ࡽ

์ࣹઢ医学ݝຽ݈؅߁ཧセンター
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３ スタッフ紹介 

 

センター長 神谷 研二（副学長） 

総括副センター長 大戸  斉（総括副学長） 

甲状腺検査部門長 志村 浩己（臨床検査医学講座） 

甲状腺検査推進室長 （兼）志村　浩己   

甲状腺検査業務室長 鈴木　　悟   

健康調査基本部門長 （兼）大戸　　斉（総括副学長）  

基本調査・線量評価室長 石川 徹夫（放射線物理化学講座） 

健康診査・健康増進室長 坂井

坪倉　正治（放射線健康管理学講座）

  晃（放射線生命科学講座） 

健康コミュニケーション室長   

健康調査県民支援部門長 前田 正治（災害こころの医学講座） 

こころの健康度・生活習慣調査支援室長 (兼)前田 正治 

妊産婦調査室長 藤森 敬也（産科婦人科学講座） 

健康調査支援部門長 大平 哲也（疫学講座） 

疫学室長 (兼)大平 哲也 

リスクコミュニケーション室副室長 村上 道夫（健康リスクコミュニケーション学講座） 

情報管理・統計室長 (兼)石川 徹夫 

広報推進室長 戸井田　淳 

国際連携室 教授　ノレット・ケネス　室長　大須賀　健一 

がん登録室長 佐治 重衡（腫瘍内科学講座） 

４ トピック

県民健康調査の意義と調査結果について情報を発信し県民の理解を深めるとともに、国際的に著名な専門家の方を招き、国内外の最新

情報を共有することを目的として、当センター主催の国際シンポジウムを開催しています。

国際シンポジウム

（１） 第 回（平成 年１月 日（月・祝）・ 日（火））

（テーマ） よりよい復興 ～世界から福島へ、福島から世界へ～ 公衆衛生とリスク・コミュニケーション

（概要） ＷＨＯ（世界保健機関）や、シンガポール・マレーシア・ノルウェー・韓国の専門家らを交え、甲状腺検査、妊産婦に関す

る調査、健康調査に関する倫理的側面、リスク認知と風評被害の変化等、 のテーマで現状や課題について講演が行われ

ました。ディスカッションでは、一般市民からの意見も交え活発な討論が行われました。

（２） 第２回（令和 年 月 日（日）・ 日（月））

（テーマ） よりよい復興を、ともに ～県民健康調査のいま：甲状腺 と こころの健康～

（概要） 当センターの医師・研究者等が、これまでの県民健康調査の調査結果に関する最新情報を発表しました。

また、アメリカ・オーストラリアから３名の国際的に著名な専門家や、国内各地の各分野の専門家を招き、甲状腺検査とメ

ンタルヘルスに関する先進的な研究成果の公表や、会場からの質疑応答も含めた活発なディスカッションが行われました。
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